
 

K y u s h u  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y  

特  集

「鳳龍弐号」が2011年度　宇宙へ
Voice of Graduate 
三菱重工業株式会社

長沼 公明さん

九工大通信 2011.04.01

Spring

vol.38



実
用
化
を
視
野
に
宇
宙
実
験

　

本
学
が
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
格

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
２
０
０
９
年
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
で
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。
衛
星
の
愛
称
は
本
学
の

校
章
に
ち
な
み
「
鳳
龍
」。
学
生
た
ち
の
手

で
「
鳳
龍
一
号
」
を
製
作
し
た
の
で
す
が
、

搭
載
予
定
の
イ
ン
ド
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
げ

が
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、現
在
開
発
中
の「
鳳
龍
弐
号
」

が
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の
Ｈ
２
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
で
、
２
０
１
１
年
度
中
に
鹿
児
島
県

種
子
島
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
余
剰
ス
ペ
ー
ス
に
相

乗
り
す
る
小
型
衛
星
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で

す
。

　

衛
星
開
発
を
指
導
し
て
い
る
趙
孟
佑
教
授

は
「
鳳
龍
一
号
は
１
０
０
周
年
記
念
で
宇
宙

に
打
ち
上
げ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
が
、
弐
号

に
は
た
だ
打
ち
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来

の
実
用
化
を
視
野
に
入
れ
た
宇
宙
実
験
を
行

う
と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ
る
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

一
号
は
一
辺
10
㌢
の
立
方
体
で
、
重
さ
は

約
１
・
３
㌕
で
す
が
、
弐
号
は
一
回
り
大
き

く
、
一
辺
30
㌢
の
立
方
体
で
、
宇
宙
実
験
用

の
機
器
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
て
、重
さ
も
６
・

３
３
㌕
あ
り
ま
す
。

３
０
０
Ｖ
の
高
電
圧
発
電
を
実
証
へ

　

鳳
龍
弐
号
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
空
気
が
な
い
宇
宙
空
間
で
の
高
電
圧
発

電
や
帯
電
防
止
技
術
な
ど
の
実
験
で
す
。
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
現
在
、
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
１
６
０
Ｖ（
ボ
ル
ト
）

の
電
圧
で
発
電
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
、
宇

宙
開
発
が
進
ん
で
大
型
の
宇
宙
基
地
を
建
設

し
た
り
、
宇
宙
に
長
期
滞
在
す
る
よ
う
に
な

る
と
、大
容
量
の
電
力
が
必
要
に
な
り
、も
っ

と
高
い
電
圧
で
発
電
す
る
技
術
が
不
可
欠
で

す
。

　

し
か
し
、
真
空
状
態
の
宇
宙
空
間
で
は
電

圧
が
２
０
０
Ｖ
を
超
え
る
と
放
電
が
活
発
に

な
る
た
め
、
放
電
を
起
こ
さ
ず
に
高
電
圧
で

安
定
し
て
発
電
で
き
る
太
陽
電
池
を
ど
う

や
っ
て
開
発
す
る
か
が
、
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
放
電
し
な
い
工
夫
を
し
た
太
陽
電
池
を

衛
星
に
貼
り
付
け
て
、
３
０
０
Ｖ
の
高
電
圧

で
発
電
さ
せ
る
こ
と
に
挑
戦
す
る
。
地
上
で

は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
が
、
宇
宙
空
間
で
実

証
で
き
れ
ば
世
界
で
初
め
て
」
と
、
趙
教
授

は
高
電
圧
発
電
実
験
の
意
義
を
強
調
し
て
い

ま
す
。

衛
星
が
宇
宙
で
機
能
す
る
か

セ
ン
タ
ー
で
厳
し
い
耐
性
試
験

　

鳳
龍
弐
号
が
宇
宙
で
ち
ゃ
ん
と
機
能
す
る

か
ど
う
か
は「
超
小
型
衛
星
試
験
セ
ン
タ
ー
」

で
確
認
の
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

打
ち
上
げ
時
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
中
の
衛
星

は
重
力
の
10
倍
以
上
の
力
で
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
と
き
の
振
動
や
衝
撃
に
衛
星
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
、
厳
し
い
耐
性
試
験

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
空
間
で
は
空
気
が
な
い
た
め
に
熱
が

逃
げ
に
く
く
な
り
、
太
陽
光
が
当
た
る
か
当

た
ら
な
い
か
で
大
き
な
温
度
差
が
生
じ
、
衛

星
の
表
面
温
度
は
熱
い
と
き
に
は
１
５
０

度
、
冷
た
い
と
き
に
は
マ
イ
ナ
ス
１
５
０
度

に
も
な
り
ま
す
。
熱
真
空
試
験
装
置
、
熱
サ

イ
ク
ル
試
験
装
置
な
ど
を
使
っ
て
、
宇
宙
空

間
と
同
じ
よ
う
な
環
境
で
搭
載
機
器
が
正
常

に
機
能
す
る
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
学
部
生
か
ら
修
士
の
学
生
ま

で
総
勢
20
人
が
鳳
龍
弐
号
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
学
生
が
中
心
に

な
っ
て
衛
星
の
組
み
立
て
か
ら
機
器
の
性
能

テ
ス
ト
ま
で
こ
な
す
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
は
意
気
軒
昂
で
す
。

　

修
士
課
程
１
年
の
西
村
裕
樹
さ
ん
は
「
打

ち
上
げ
ま
で
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
何

と
し
て
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
仕
上
げ

る
」
と
語
り
、
同
１
年
の
利
光
智
圭
さ
ん
も

「
短
期
間
で
や
る
の
は
難
し
い
。
で
も
、
こ

の
経
験
が
き
っ
と
将
来
役
に
立
つ
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

世
界
初
の

「
超
小
型
衛
星
試
験
セ
ン
タ
ー
」

趙 孟佑 超小型衛星試験センター長
宇宙システムと宇宙環境の相互作用が研究分野。
宇宙環境技術ラボラトリー施設長も併任。

　戸畑キャンパスに開設された「超小型
衛星試験センター」で環境試験を重ねて
いる「鳳龍弐号」が2011年度、宇宙へ
飛び立ちます。いま、全国から注目を集
めている九工大の衛星技術。その実像
に迫ってみました。
（溝越明・西日本新聞特別編集委員）

特集
「鳳龍弐号」が2011年度　宇宙へ「鳳龍弐号」が2011年度　宇宙へ
「超小型衛星試験センター」が本格稼働

Kyushu Institute of Technology 
2011.04.01 vol.38

　

一
辺
が
50
㌢
以
下
の
超
小
型
衛
星

に
特
化
し
た
環
境
試
験
を
１
カ
所
で

行
う
世
界
初
の
施
設
。
２
０
１
１
年

１
月
か
ら
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
で
本
格

稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
な
い
真
空
の
宇
宙
空
間
で
、

人
工
衛
星
が
順
調
に
動
く
だ
ろ
う
か
。

宇
宙
環
境
と
同
じ
状
況
に
し
て
、
高

温
や
低
温
に
さ
ら
さ
れ
て
も
機
器
が

機
能
す
る
か
、
衛
星
が
打
ち
上
げ
時

の
振
動
や
衝
撃
に
耐
え
ら
れ
る
か
、

な
ど
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
試
験
を
実
施
で
き

る
設
備
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
セ

ン
タ
ー
に
は
、
全
国
の
大
学
や
企
業

で
開
発
中
の
超
小
型
衛
星
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
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    【Ｈ２Ａロケット】
　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）が開発し、三菱重工
業が製造と打ち上げを行っています。多様な人工衛星の打
ち上げ輸送需要に対応するために開発されました。
　大きさは直径４㍍、全高53㍍で、高さは17階建てのビ
ルに相当します。これまで18回中17回の打ち上げに成功
しており、成功率は約95％と高い信頼性を証明しています。
設計の簡素化や製造作業・打ち上げ作業の効率化により、
従来の打ち上げコストを抑え、世界市場参入を目指してい
ます。

    【種子島宇宙センター】
　1969年に宇宙航空研究開発機構の前身である宇宙開発
事業団の設立とともに開設されました。総面積約970万平
方㍍と日本最大のロケット発射場です。鹿児島の南、種子
島東南端の海岸線に面しており、「世界一美しいロケット発
射場」といわれています。
　センター内にある宇宙科学技術館では、人工衛星のしく
みやロケットの打ち上げ、宇宙ステーション計画について
模型や映像が展示公開されています。
　現在、日本の大型衛星は、全てここから打ち上げられて
います。

打
ち
上
げ
ま
で
を
担
当

　

―

三
菱
重
工
業
は
本
学
の
就
職
先
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
と
人
気
企
業
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
が
名
古
屋
で
組
み
立
て
ら
れ
た

後
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
輸
送
さ
れ
て

か
ら
打
ち
上
げ
る
ま
で
の
作
業
全
体
計
画
や

工
程
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト

は
機
体
だ
け
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
打

ち
上
げ
る
た
め
の
地
上
設
備
も
重
要
で
す
。

射
場
で
の
点
検
や
消
耗
部
品
の
交
換
と
い
っ

た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
に
Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
初
号

機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
の
報
道
が
き
っ
か

け
で
三
菱
重
工
を
志
望
し
ま
し
た
。
や
り
が

い
は
最
後
の
打
ち
上
げ
で
す
ね
。
直
接
か
か

わ
る
の
は
４
、
５
カ
月
で
す
が
、
そ
の
瞬
間

の
た
め
に
、
種
子
島
で
は
約
１
カ
月
半
前
か

ら
準
備
を
し
ま
す
。
三
菱
で
の
ロ
ケ
ッ
ト
の

組
立
は
約
２
年
前
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
部

品
単
体
に
な
る
と
そ
の
更
に
数
年
前
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
打
ち
上
げ

直
後
も
地
上
を
守
る
立
場
で
す
か
ら
気
を
抜

く
こ
と
な
く
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
ホ
ッ
と
で
き
る
の
は
、
軌
道
投

入
が
う
ま
く
い
っ
て
、
か
つ
地
上
側
で
も
大

き
な
破
損
が
な
い
と
分
か
っ
た
時
で
す
ね
。

基
礎
の
大
切
さ
実
感

　

―

本
学
も
人
工
衛
星
「
鳳
龍
弐
号
」
を
Ｈ

２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

多
く
の
大
学
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
正

直
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
母
校
の
学
生
が

つ
く
っ
た
衛
星
を
私
が
打
ち
上
げ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
す
ご
い
巡
り
合
わ
せ
で
す
。
手
助

け
し
た
い
で
す
し
、
責
任
も
感
じ
ま
す
。　

　

私
が
学
生
の
頃
は
、
カ
ル
マ
ン
渦
の
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
流
体
に
熱
的
な
要
素
を

加
え
て
流
れ
を
変
え
た
り
、
制
御
す
る
研
究

で
す
。
実
験
も
多
く
、
実
験
装
置
を
組
み
込

む
計
測
装
置
や
、
計
測
に
関
す
る
知
識
に
つ

い
て
は
特
に
勉
強
し
ま
し
た
。
実
験
デ
ー
タ

を
ど
う
解
析
す
る
か
、
計
測
工
学
や
流
体
評

価
の
手
法
は
、会
社
で
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

機
械
工
学
に
つ
い
て
は
、
基
礎
で
あ
る
４

大
力
学（
機
械
力
学
・
材
料
力
学
・
流
体
力
学
・

熱
力
学
）
は
し
っ
か
り
学
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
で
す
。
企
業
の
現
場
で
先
輩
た
ち
が
新
入

社
員
に
話
す
と
き
は
、
基
礎
を
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
見
な
が
ら
話
し
ま
す
か
ら
、

こ
れ
は
大
事
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

改
善
に
ま
い
進

　

―

宇
宙
産
業
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。
今
後
の
抱
負
や
本
学
の
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
は
Ｈ
２
Ａ
・

Ｈ
２
Ｂ
合
わ
せ
て
14
機
連
続
で
成
功
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
成
功
記
録
を
伸
ば
し
た
い

で
す
。
宇
宙
分
野
に
限
ら
ず
、
技
術
分
野
の

根
底
を
支
え
る
の
は
成
功
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
つ
く
り
上
げ
た
も
の

で
も
違
う
視
点
で
見
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

初
見
の
つ
も
り
で
計
画
書
な
ど
を
見
直
し
、

改
善
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
コ
ス
ト
を

下
げ
て
世
界
市
場
に
参
入
し
た
い
で
す
。

　

成
功
さ
せ
た
上
で
、
中
学
生
・
高
校
生
が

技
術
分
野
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
、
宇
宙

関
連
の
裾
野
を
広
げ
て
、
夢
や
技
術
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。
鳳
龍
の
製
作
か
ら
打
ち

上
げ
に
至
る
ま
で
に
は
数
多
く
の
困
難
や
、

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
乗
り
越
え
て
、
成
功
し
た
と
き
は
格
別

で
す
。
鳳
龍
に
携
わ
る
学
生
は
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
宇
宙
に
限
ら
ず
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

長
沼 

公
明

１
９
９
４
年
本
学
工
学
部
設
計
生
産
工
学
科
機
械

工
学
コ
ー
ス
卒
業
。96
年
同
大
学
院
工
学
研
究
科

設
計
生
産
工
学
専
攻
修
了
。同
年
三
菱
重
工
業
株

式
会
社
入
社
。現
在
、名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ

ム
製
作
所
宇
宙
機
器
技
術
部
試
験・運
用
課
主
任

チ
ー
ム
統
括
。

長
沼 

公
明
さ
ん
（39歳）

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
　
名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製
作
所

Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
連
続
成
功
で
宇
宙
産
業
開
拓
に
挑
む

す
そ
の

さ
ん

Kyushu Institute of Technology 
2011.04.01 vol.38

世
界
初
の
快
挙
と
し
て
日
本
中
が
沸
い
た
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」の
帰
還
を
契
機
に
、

宇
宙
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
に
携
わ
る
長
沼
公
明
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Voice

         of 

Graduate

キーワード
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名付けられた日本発の社会事業です。
　食堂では、ＴＦＴメニューとして、日
替わり定食を400円（寄付金20円含む）
で提供。利用した学生からは「少しでも
途上国の力になれるのは嬉しい」といっ
た声が聞かれ評判も上々ですが、「まだ
まだ周知不足」と、メニューの企画にも
携わる生協学生委員会の松尾祐太さん
（工学部３年）。「途上国支援のためだけ
でなく、健康にもよいのでぜひ食べてみ
て」と呼びかけています。

　本学生活協同組合の戸畑食堂では、カ
ロリーを抑えたメニューで、開発発展途
上国に定食1食につき20円（給食１食分
の金額）を寄付する「Table For Two
（TFT）」の活動が、昨年10月より行わ
れています。
　ＴＦＴは、「二人の食卓」という意味です。
先進国の参加者が肥満や生活習慣病予防
のためにヘルシーな食事をとることで、
途上国の子どもたちと時空を超えて食卓
を囲み、食事を分かちあうイメージから

ョンを行い、協調的に学ぶことにより、自
ら考える力を養い、科目に対する理解を
より深めます。MILAiSは『アクティブ・
ラーニング』をサポートする空間です。
　また教室の一部をラーニング・コモン
ズとして、学生が学びを深めるためのス
ペースとして開放する予定です。
　MILAiSホームページ（http://www.
milais.kyutech.ac.jp/）では、新しい学び
のスタイルについての取り組みを紹介し
ています。

　平成23年4月、情報工学部飯塚キャン
パス内に、未来型インタラクティブ教室
『MILAiS（ミライズ）』が新設されました。
　MILAiSは、教員⇔学生、学生⇔学生の
コミュニケーションを通じて、新しい知
識と理解を創り出す授業を効果的に行う
手法を導き出すための実験教室です。教
員は知識を伝達するだけではなく、学生
の考え方を正しい方向に導く役目も担い
ます。
　学生たちは互いに説明やディスカッシ

が可能になったり、本人確認の手段
としてバイオメトリックス（生体認
証）の仕組みを確立することで不正
を防止したり、社会と直結する有意
義な研究です。
　視覚情報を理解して自律的に行動
する知能ロボットの研究のほか、筋
電位によって随意的に操作できる義
手の技術開発を行っています。

　（江島俊朗教授）

　大きな研究テーマは、
人の言葉を理解したり
視覚で自動的に判断した

りする「コンピュータが人を
見分ける技術」です。画像を認識理解
するための新たな手法の開発や、そ
の技術を活用したシステムの構築を
目指しています。
　具体的には、年齢や性別を認識す
ることできめ細かなサービスの提供

低カロリーの学食を食べて
　　　途上国の子どもたちに給食を！

未来型インタラクティブ教室
　　　『MILAiS（ミライズ）』始動！　

Information

九工大通信では、皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。
九州工業大学総務課広報企画係　
〒804-8550　北九州市戸畑区仙水町１－１  Tel：（093）884-3007  Fax：（093）884-3015
メールアドレス：sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp
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　情報工学部のジャグリングクラブ「ピル
エット」は、部員約80人の大所帯サークル。
技のレベルが評判を呼び、ほぼ毎週末、地
域のイベントや福祉施設、小学校などで華
麗な技を披露しています。
　ジャグリングとは、大道芸のこと。おな
じみの球を使ったものから、ディアボロ（棒
のついた糸でコマを空中で回転させる）、
シガーボックス（１つの箱を２つの箱では
さみ、落とさず操る）など、さまざまな種
類の小道具を使い演技をします。
　部員の多くが初心者。それぞれ好きな道
具を選び、日々練習を重ねています。簡単
な技であれば１カ月ほどで披露することも。

３、４種類の道具をこなす部員もいれば、
１つの道具で技を極める部員もいるそうで、
それぞれが意欲的に取り組んでいます。
　「ジャグリングの魅力は？」との質問に、
「何よりもお客さんの歓声と拍手ですね」
と部長の笹倉涼平さん（３年）。観客の反
応が、さらに上級の技を身に付けようとい
う意欲につながっているようです。
　今年１月には、福岡県警飯塚署から「学
生防犯ボランティア」の委嘱を受けました。
同署のイベントなどに参加し、お年寄りや
小さな子どもたちに演技を披露して、防犯
を呼びかけています。「楽しさや期待が入
り混じったワクワクした気持ちを、地域の

方々に伝えたい。ショーやジャグリング教
室などを通じて、地域の方々にかかわるこ
とができる機会をさらに広げたい」と部員
たち。今後も地域に愛される存在として、
活躍が期待されます。

華麗な技で地域を笑顔に！
～ジャグリングクラブ「ピルエット」～

大道芸の評判上々
学生防犯ボランティアの委嘱も

部長から新入生の皆さんへ
　入学おめでとうございます。大学はさまざまな可能性が眠ってい
る場所ですので、充実した大学生活にしてください。いろいろなこ
とにチャレンジし、楽しい学生生活を送りたい方はぜひ「ピルエット」
に遊びに来てください。ジャグリングをしたことがない、見たこと
もない、聞いたこともないといった方でも、もちろん大歓迎です。

九工大通信
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～本学の秘密と安心サポート体制～　　　　

理系の特権！？
文系とは一味違う
就職事情

副学長（学生担当）

鶴田 隆治

九工大の就職の特徴
　本学の就職支援の特徴は、まず学生の所属する学科が責任を持って専
門教育と就職斡旋を行っていることです。その教育内容は、産業界から高
く評価されています。各学科には、就職担当教員を置いているため、大学
教員と相手企業担当との信頼関係の下での就職活動が今も続いています。

最高の就職情報は大学にあり！
　“就職の流れ”にも示していますが、実際の就職活動では、学外で行われる企業説明会などに
出向いて数多くの企業にエントリーする必要はありません。興味が持て、かつ自分に合った企業
を見定め、就職担当と相談の上、応募先を決めてください。応募する企業に学校推薦枠があれば、
事前見学を勧められたり、卒業生のリクルーターによる面接指導が行われたりします。推薦枠
の無い企業を受ける場合には、自由応募の形で挑戦することになりますが、情報のある企業で
あれば、就職担当教員が最終決定に至るまで面倒をみます。さらに、キャリアセンターも就職
の斡旋・指導をしており、安心のサポート体制が構築されています。

充実したキャリア
教育

　幸せな技術者
人生を送るには

、自分の適性に
あ

ったやりがいのあ
る職種を選択する

ことが重要です。

本学では、キャリ
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